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１．はじめに

本発表は、大学女性協会

教育委員会（当時）で実施した

調査・研究「ジェンダー平等の視点から家庭科教
育を考える」の家庭科教員への質問紙調査のデー
タを使用して分析を行なった結果についての報告
である。

（調査期間：2012年7月～2013年3月）

また本発表内容は、日本家政学会第６７回大会
における発表内容を加筆修正したものである。



• 今日的課題として、少子高齢化、そこに付
随する労働力の不足、そして育児不安や児童
虐待などが挙げられるが、これらの改善・根
本解決のために必要なことの一つとして若年
層へのジェンダー平等教育、男女平等教育が
ある。

• 現在、学校教育において「社会科」や「保
健体育」といった教科に比して、「家庭科」
が最も男女平等の問題を取り上げているとい
う（艮,2010）。

• そこで高校家庭科に着目し、家庭科教員が
男女平等やジェンダー平等に対してどのよう
な考えを持っているのか、授業の中でどのよ
うな位置づけとしているのかについて、調査
を実施した。



２．調査対象者・対象校の概要



図１ 対象者の勤務地（ｎ＝52）
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図２ 勤務年数と雇用形態（ｎ＝52）
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図３ 進学率別単位数（ｎ=40）
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図５ 進学率別家庭科履修学年（ｎ=40）
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３．家庭科授業について



表１ 実際に実施している授業の割合平均
（ｎ＝36）

*「男女平等」という独
立した単元はないが、本
研究の目的から、あえて
項目を立てた。

「男女平等」を扱った
授業の割合
最高値 10％
最低値 ０％

36名中8名
（22.2％）が「０％」
としている。



図６ 理想とする授業の割合について（ｎ＝28）
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実際に行っている授業の割合上位２位（生活科学・調理実
習）、下位２位（男女平等教育・保育実習）の本来理想と
する授業の割合について調査した。

男女平等教育については、「もっと減らしたい」と考える
者は０だった。



４．授業で男女平等を扱うことに
ついての考え



≪ 自由記述から ≫

「男女平等を教えることに関して、お考えをお書
きください」と尋ねた。

その記述から以下の5つの分類が見出された。

①教えることは大事・積極的に教育

②教えることが難しい

③教科書に書かれている事を教えるのみ

④教えることには消極的

⑤その他



表２ それぞれの記述から



５． さいごに



調査対象者数が少ないため一般化はできないが、
本調査より以下のことが認められた。

・ 高校家庭科において、男女平等を意識的に取り入
れることは少ない。

・ 経験の浅い(１０年未満)教員は、男女平等教育を大事だ
と思いながらも、その実施について悩んでいる者が多
い。しかし、講師であることも多く、学ぶ機会がない。

・ 10年以上の教員経験のある者は、男女平等教育を難し
いと思っている人が少ないが、一方で、教える必要性を
感じない人も少なからず存在する。

必要な事は…
（１） 教員経験年数に限らずすべての家庭科教員が、

日常の問題のみならず、社会システムから見た
ジェンダー平等・男女平等を学ぶ機会の保障

（２） 授業実践の蓄積
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